
6月の 行事予定 

日 曜   行事 きらり 

1 火 バス散歩（うさぎ山公園 りんご以上）  

２ 水 バス散歩（森林公園 りんご以上） カンガルータイム 

３ 木 リズム A  ちいさなおなべの会  

４ 金 リズムＢ  おおきくなったかな  

５ 土   

６ 日   

７ 月 太極拳（すだち）  

８ 火 バス散歩（可睡斎 りんご以上） 出張ひろば 

９ 水 バス散歩（中瀬南部緑地 あんず以上）  

10 木 ファミリーデー リズムＡ 歯科健診 どんぐりグループ 

11 金 リズム B 弘子さんの知恵袋 

12 土   

13 日   

14 月  妊婦支援 

15 火  バス散歩（うさぎ山公園 りんご以上） 出張ひろば 

16 水 バス散歩（佐鳴湖公園 りんご以上） カンガルータイム 

17 木  リズム A  

18 金 リズム B  

19 土   

20 日   

21      月 太極拳（すだち）  

22 火 バス散歩（森林公園 りんご以上） 出張ひろば 

23 水 バス散歩（うさぎ山公園 りんご以上）  

24 木 リズム A お茶会（すだち） どんぐりグループ 

25 金 リズム B 誕生会  

26 土   

27 日   

28 月  妊婦支援 

29 火 バス散歩（都田公園 あんず以上） 出張ひろば 

30 水 バス散歩（佐鳴湖公園 りんご以上）  
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令和 3年度テーマ 

 

 7月の予定 

12日(月)～20日(火)    ファミリーデー 

30日(金)          誕生会 

 

 

 

入園 

青木 とうかさん（そらのれもん） 

小野 はると君（きいちご） 

奥井 あつきくん（さくらんぼ）ひかりの

あんずのあみさんの弟が入園します。 

よろしくお願いします。 

ながかみ村 「やってみたいをやってみよう」 

 
 

ながかみ村 

新しい竹に木片が縛り付けられたら完成です。ヤッタ

ー！と思った時、今度は倉庫から昨年まで使っていた竹

馬が 20 組以上運び出され、「竹が割れている」「高さが

違う」「木片が留まっていない」など、子どもたちと点検

が始まり、使えるもの使えないものに分別されていきま

した。おやつの後、いち早く出てきた子どもたちで、使

えなくなった竹馬の処分に取り掛かります。次の朝も子

どもたちが木片を縛り付けた紐をほどいています。集中

すること 11 時前まで…。すべての片づけが終わり、や

っと新しい竹馬の登場となるのでしょうか？今から楽

しみです。 

 子どもと一緒に生活を作る、保育を作る。そして、日々

つながっていくことの大切さを感じさせる活動です。 

 2 か月にわたり保育（活動）の連続性が、子どもたち

の発見・発想・集中力・期待感・忍耐といった主体性を

育んでいく姿を目前にしながら、ある日突然に現れ、突

然になくなっている活動ではなく、始めから最後まで一

貫してやり通すことが、どれほど価値のあることで育ち

を保障するかを実感しています。        弘子 

 

おねがい 

気温の上昇に合わせて、衣服や布団、帽

子や靴など再度見直しをお願いします。 

また、汗で脱ぎにくいなどサイズが合わな

い衣服も、着脱への子どもの意欲をそいで

しまうことになります。今一度ご確認くだ

さい。合わせて記名についてもお願いしま

す。水分補給や着衣の調節など、子どもた

ちが元気に暑さを乗り越えられるよう、配

慮していきたいと思います。 

 

誕生会 

生まれた日をお祝いする 

大事な大事な日。子どもたちは、 

各クラスでオリジナルの誕生会を開いて

もらいます。王冠をかぶって嬉しそうに祝

福を受ける姿は、本当にうれしそうです。 

 その後には、キッチンが作ってくれる美

味しいケーキをいただいて大満足の一日

です。 

 

新年度が始まった早々に、軽トラックに青竹を積んで

運んで来て下さったのは、スタッフの弥紀さんのお父さ

ん。1,500ｃｍ～2,000ｃｍ程の長さの青竹に、子どもたち

は興味深々！そうです！竹馬作りが始まります。 

次の日から戸外に立て掛け、乾燥させる工程に入りま

した。毎朝、倉庫から竹を運び出しては、夕方にはまた倉

庫に片付ける子どもたちと弥紀さん。天候を見て、「今日

は出せるね」「雨降りだから出せないね」と、子どもたち

の声が聞こえてきます。分園舎西に立て掛けるのですが、 

2本ずつしっかりと紐で結び固定します。小さい子が触れ

ると倒れる危険性があるからです。 

「弥紀さん、紐がほどけていたから結んでおいたよ」 

「少し色が変わって、青い所が少なくなったみたい」 

「なんだか、軽くなったみたいだよ」 

と、日々の変化に気づき、日中も様子を見に行く子どもた

ちの姿があります。毎日続けること 2 か月近く、青竹は

見事な褐色に変わり、乾燥して軽くなっていました。 

待ちに待った竹馬作りの日がきました。實成さんと弥

紀さんを中心に子どもたちで、長さ、太さ、節の高さを揃

え、足置きになる木片にヤスリをかけます。 

保育の連続性 

今年のテーマ 「ながかみ村」 

子どもたちが自分で遊びを見つけ、豊かな発想で遊

びを広げ、スタッフと共に「やってみたい！をやって

みちゃおう！」そんな遊びの自給自足をしたいと思い、

このテーマが生まれました。ながかみの子は遊びの天

才。何気なくある小枝だって、ただの石ころだって、

すぐに遊びにつながります。子どもたちからどんなア

イディアが出てくるのか、これからとても楽しみです。 

 四季折々の風がゆったりと流れるこのお庭で、ドキ

ドキ、ワクワクの毎日を過ごしていきます。 

村長 彩乃 

分園舎 1階の廊下は、ながかみギャラリー

です。ファミリーデーでお越しの際は、 

ぜひ足を運んでみてください。 

体操着を忘れずに…。 

靴下を忘れずに…。 



 

 


